
北海道釧路北陽高等学校吹奏楽局第 46回定期演奏会へようこそ！ご来場の皆様、本日

は「北陽ハーモニー」を存分にお楽しみください。また、共催いただきました釧路市教育

委員会を始め、いつも支援してくださっている関係各位の皆様に心より御礼申し上げま
す。 

さて、本日この会場に充満するであろうハーモニーですが、その語源はギリシャ語の「調

和」を意味するハルモニアという語だそうです。その調和という言葉の意味は、「全体がほ

どよくつりあって、矛盾や衝突などがなく、まとまっていること」と辞書に書かれていまし

た。確かに、様々な音を奏でる個性豊かな楽器たちが、ぶつかり合うことなく溶け込みなが

ら曲となっていく様子を表す言葉として納得ですね。 

 この原稿を書くに当たって、「調和」の意味を改めて調べてみた時、ふと思ったこと

は、「果たして、私たちの世界は今、調和しているのだろうか？』ということでした。残

念ながらそうとは言い難い現実があります。分断や対立が私たちの身近なところにも、ま

た、国際的にも散見しており、調和よりもむしろ混沌としていると感じざるを得ません。

だからこそ、今日、釧路北陽高校の生徒たちが奏でるハーモニーから、私たち一人一人の

心の中に「調和」の心を見いだせたなら、それはとても尊く、意義深いことではな
いでしょうか。 

釧路北陽高等学校吹奏楽局の演奏が、地域の皆様の心に調和の心と幸福を吹き込み、そこ

から豊かな文化が釧路の地に形成されることを願い、ご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


